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２６J ミルク発第１０３号 

２０２６年６月１８日 

J ミルク正会員 各位 

酪農乳業乳製品在庫対策基金拠出者様 各位 

一般社団法人 J ミルク 

( 公 印 省 略 ) 

 

２０２５年度酪農乳業需給変動対策特別事業実績報告について 

 

謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。 

皆様方にご協力をいただき実施しております酪農乳業需給変動対策特別事業の 

２０２５年度実績について下記の通りご報告申し上げます。 

引き続き、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

1 事業概要 

酪農乳業の持続的な発展において、需給の変動が大きく影響を及ぼすことに

鑑み、その影響を最小限に抑え、経営の安定を図るため、２０２５年４月に生産

者・乳業者の拠出による「酪農乳業需給変動対策基金」を創設し、乳製品の過剰

在庫等への対応を行う「酪農乳業需給変動対策特別事業」を立ち上げた。 

なお、本事業は農林水産省が定める「生乳需給安定クロスコンプライアンス」の

対象事業として認定を受けている。 

２０２５年度の生乳及び乳製品の需給見通しを踏まえ、脱脂粉乳に過剰在庫へ

の対応が必要となったため、在庫削減対策を２０２６年１～３月にかけて

12,000 トン程度の対策を実施し、11.8 億円を支出した。 
 

2 酪農乳業需給変動対策基金への造成について 

本基金は、原則として国内すべての生産者および乳業者からの拠出金を財源

とするものであり、拠出単価は生乳１kg 当たり１５銭（一部乳業者の特別拠出金

５銭あり）とし、２０２５年度の拠出総額は、生産者拠出分10.8億円、乳業者拠出

分 10.8 億円、合計 21.7 億円となった（指定生乳生産者団体分は中央酪農会

議が管理）。（表 1 基金造成の実績 参照） 

基金への同意状況については、生産者が生乳供給量ベースで９８．１％、乳業

者は８８．５％（計１０２社）のカバー率となっている。また、乳業者への理解醸成

に注力した結果、参画事業者数は開始当初の５８社（カバー率７６．４％）から１０

２社へと大幅に拡大した。（別紙 需給変動対策基金の同意状況 参照） 
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表１ 基金造成の実績 

（単位:千円） 
 生産者分 

乳業者分 合計  指定団体 

(中酪) 

指定団体 

以外 
計 

変動対策金 

(15 銭) 
1,029,669 55,390 1,085,059 939,915 2,024,974 

特別対策金 

(5 銭) 

― ― ― 
197,578 197,578 

合計 
1,029,669 55,390 1,085,059 1,137,493 2,222,552 

 生処同額調整 
(乳業者で調整) 

▲52,434 

調整後 

基金造成額 
2,170,118 

 

3 乳製品在庫削減対策の実施について 

第３回理事会(11/4)において、2025 年度 1～3 月に本事業による脱脂粉

乳の在庫削減対策を実施することが決定された。これを受けて、脱脂粉乳の在

庫削減対象数量として総量１万２，０００トン（第１実施対策：７，０００トン（飼料用

向け）、第２実施対策：５，０００トン（調製品置換え向け））を設定し、２０２６年１月

から３月末までの期間で取り組みを実施した。 

第 1 実施対策（飼料用向け）は、全国連が７，０００トンを買い取り、期間内に 

３，１００トンを販売した。残数量については次年度中に順次販売する予定であ

るが、全量が全国連に買い上げられた段階で、統計上の脱脂粉乳在庫量からは

除外されている。 

第２実施対策（調製品置換え向け）は、当初枠を上回る５,４３２トンを販売し、

目標数量を上回った。（表 2 在庫削減対策対象数量実績 参照） 

以上の取り組みの結果、本事業全体で合計１２，４３２トン(うち、販売実績８，

５３２トン)の在庫削減を実現し、統計上の年度末在庫量は、６９，５３０トンとな

った。 

 

表 2 在庫削減対策対象数量実績 

                                                単位:トン 

 対策名 対象数量 実績 増減 

脱脂

粉乳 

第 1実施対策 

(飼料向け) 
7,000 7,000 0 

第2実施対策 

(調製品置換) 
5,000 5,432 ＋432 

合計 12,000 12,432 ＋432 
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表 3 在庫削減対策活用者 

会社名 第１実施対策 第２実施対策 

株式会社明治 〇 〇 

雪印メグミルク株式会社 〇 〇 

森永乳業株式会社 〇 〇 

よつ葉乳業株式会社 〇 〇 

北海道乳業株式会社 〇 〇 

タカナシ乳業株式会社 〇 ― 

南日本酪農協同株式会社 〇 ― 

北海道日高乳業株式会社 〇 ― 

大山乳業農業協同組合 〇 ― 

株式会社弘乳舎 〇 ― 

江崎グリコ株式会社 〇 ― 

全国農業協同組合連合会 〇 ― 

全国酪農業協同組合連合会 〇 〇 

※ 〇：対策活用 

 

4 基金支出実績について 

基金からの支出については、価格差助成として、第１実施対策（飼料用向け）に５.

６億円、第２実施対策に５.８億円、合計で１１.４億円を助成した。また、脱脂粉乳の

一括買い取りおよび長期保管に係る経費等として２．４千万円、Ｊミルクにおける消

費税相当額等の経費として１.８千万円を支出し、総額は１１.８億円となった。この

結果、年度末の基金残高は（中央酪農会議保有分を含め）９.８億円となっている。 

（表 4 在庫削減対策支出実績 表 5 事業実施主体別助成実績参照） 

 

表 4 在庫削減対策支出実績                          （単位:千円） 

  第 1 実施対策 

(飼料向け) 

第 2 実施対策 

(調製品置換) 
合計 

助成数量 ※3,100t 5,432t 8,532t 

助成金額 

価格差助成 562,364 582,585 1,144,949 

物流費等 23,615  23,615 

J ミルク経費   18,245 

支出合計   1,186,809 

 基金残高 983,309 

※ 2025年度内に全国連が買い上げた７千トンのうち、飼料向けとして実際に販

売し、助成対象となった数量。 
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表 5 事業実施主体別助成実績 

（単位:千円） 

会社名 第１実施対策 第２実施対

策 

計 

株式会社明治 ― 251,662 251,662 

雪印メグミルク株式会社 ― 23,138 23,138 

森永乳業株式会社 ― 27,889 27,889 

よつ葉乳業株式会社 ― 253,416 253,416 

北海道乳業株式会社 ― 25,334 25,334 

全国農業協同組合連合会 ※４１９，６５５ ― 419,655 

全国酪農業協同組合連合会 ※166,323 1,146 167,469 

合計 585,979 582,585 1,168,564 

※ 第１実施対策は、全国連の一括買い取りによる対応のため、全国連への助成と

なる。 
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5 参考データ 

① 脱脂粉乳在庫推移 
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別紙 需給変動対策基金の同意状況 （2026 年 6 月 1 日時点） 

 


